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海
外
レ
ポ
ー
ト

本
年
八
月
、
国
連
人
権
小
委
員
会
（
以
下
小
委
員
会
）
は
、
そ

の
第
五
一
会
期
を
国
連
欧
州
本
部
に
お
い
て
開
催
し
た
。
小
委
員

会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
人
権
文
書
の
起
草
や
人
権
問
題
に
関
連

す
る
研
究
に
従
事
し
て
き
た
、
国
際
人
権
法
分
野
に
お
け
る
最
も

重
要
な
国
連
機
関
の
一
つ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
今
曰
地
域
紛
争
の

頻
発
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
横
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
い
っ
た
、

人
権
の
享
有
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
直
面
し
て
、
今
後

の
国
連
人
権
政
策
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
小
委
員
会
の
活
動
を

検
討
す
る
こ
と
は
必
須
の
作
業
で
あ
ろ
う
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
小
委
員
会
の
第
五
一
会
期
の
活
動
を
若
干

の
議
論
の
紹
介
と
採
択
さ
れ
た
決
議
・
決
定
の
要
約
を
通
じ
て
概

観
す
る
。
な
お
本
報
告
は
、
筆
者
が
、
原
田
伴
彦
記
念
基
金
の
支

は
じ
め
に

国
連
人
権
小
委
員
会
報
告

援
を
受
け
て
、
反
差
別
国
際
運
動
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
会
合
に

出
席
し
た
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
｜
層
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
公
式
の
報
告
書
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
し
か
し
、
本
報
告

が
、
人
権
問
題
研
究
に
い
く
ば
く
か
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

は
な
は
だ
幸
い
で
あ
る
。

実
質
的
な
議
論
を
紹
介
す
る
前
に
、
小
委
員
会
の
機
構
的
な
変

化
に
つ
い
て
若
干
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
小
委
員
会
は
、
国
連
経

済
社
会
理
事
会
の
機
能
委
員
会
で
あ
る
国
連
人
権
委
員
会
の
下
部

機
関
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
近
年
の
国
際
連
合
改
革
の
一
環
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
な
勧
告
を
受
け
た
。
ま
ず
、
小
委
員
会
の
名
称
が
変

更
さ
れ
た
。
従
来
は
「
差
別
防
止
少
数
者
保
護
小
委
員
会
」
と
い

う
名
称
を
用
い
て
い
た
が
、
今
会
期
よ
り
「
人
権
の
促
進
及
び
保

護
に
関
す
る
小
委
員
会
」
（
の
弓
Ｉ
Ｃ
○
三
己
の
の
〕
・
ロ
○
三
ヶ
①
厚
○
三
・
’

小
委
員
会
の
機
構
改
革
に
つ
い
て
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言
ご
囚
＆
弓
【
。
（
①
＆
・
口
・
烏
出
口
三
二
用
侭
亘
の
）
と
変
更
さ
れ
、

名
実
と
も
に
人
権
の
保
護
・
促
進
に
あ
た
る
機
関
と
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
他
方
、
実
際
の
機
能
縮
小
も
あ
わ
せ
て
勧
告
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
（
１
）
委
員
定
数
の
削
減
、
（
２
）
公
開
の
全
体
会
合

を
一
会
期
に
つ
き
三
○
会
合
以
内
と
す
る
こ
と
、
（
３
）
特
定
国
家

に
対
す
る
行
動
を
行
わ
な
い
こ
と
、
（
４
）
小
委
員
会
の
作
業
部
会

の
統
廃
合
、
（
５
）
会
期
の
開
催
期
間
の
短
縮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

国
連
財
政
の
緊
縮
と
、
小
委
員
会
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
化
と
い
う
考

慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
措
置
に
つ
い
て
、
小
委
員
会

は
次
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
。
（
２
）
に
関
し
て
は
、
会
期
内
作

業
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
「
全
体
」
会
合
の
数
を
減
ら
し
、
（
３
）

に
関
し
て
、
若
干
の
国
家
に
つ
い
て
の
決
議
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、

人
権
状
況
改
善
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が

議
長
声
明
に
切
り
換
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
決
議
の
表
題
に
は
一
般

的
な
表
現
を
用
い
つ
つ
、
決
議
の
前
文
、
本
文
あ
る
い
は
付
属
書

（
注
）

で
特
定
国
家
に
一
一
一
一
口
及
し
た
。
し
か
し
（
４
）
に
関
し
て
、
現
在
設

置
さ
れ
て
い
る
四
作
業
部
会
の
お
の
お
の
に
つ
き
構
成
員
を
決
定

し
た
（
決
定
］
毛
①
口
］
、
）
。
こ
れ
は
、
作
業
部
会
の
統
廃
合
に
関
し

て
反
対
の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
小
委
員
会
で
行
わ
れ
た
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
各

今
会
期
の
討
議
内
容
と
決
議
の
概
略

ま
ず
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
述
べ
る
。
今
会
期
の
議
長
に
は
、

昨
年
選
出
が
予
定
さ
れ
な
が
ら
健
康
上
の
理
由
で
欠
席
し
て
い
た

波
多
野
里
望
委
員
（
日
本
）
が
選
出
さ
れ
た
。
副
議
長
に
は
メ
ヘ

デ
ィ
委
員
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
）
、
ラ
ミ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
委
員
（
ロ
シ
ア
）
、

議
題
ご
と
に
紹
介
す
る
。
今
会
期
の
議
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
ロ
へ
Ｏ
ｚ
・
』
へ
の
弓
・
囚
へ
ご
毛
口
）
。
①
作
業
組
織
、
②
全
て
の
国
家
に

お
け
る
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
の
侵
害
の
問
題
、
③
人
種
差
別

の
撤
廃
に
関
す
る
テ
ー
マ
別
問
題
の
包
括
的
検
討
、
④
経
済
的
、

社
会
的
お
よ
び
文
化
的
権
利
の
実
現
、
⑤
女
性
に
関
す
る
人
権
の

履
行
、
⑥
現
代
奴
隷
制
、
⑦
先
住
民
族
の
人
権
、
⑧
少
数
者
に
対

す
る
差
別
の
防
止
お
よ
び
そ
の
保
護
、
⑨
司
法
行
政
と
人
権
、
⑩

移
動
の
自
由
、
⑪
子
ど
も
お
よ
び
青
年
の
権
利
の
促
進
、
完
全
な

実
現
お
よ
び
保
護
に
関
す
る
状
況
、
⑫
小
委
員
会
が
関
心
を
有
し

か
つ
有
す
る
で
あ
ろ
う
分
野
に
お
け
る
一
層
の
発
展
の
再
検
討
、

⑬
人
権
に
関
す
る
通
報
、
⑭
最
終
議
題
で
あ
る
。
以
下
、
委
員
に

よ
る
報
告
書
の
内
容
、
小
委
員
会
で
の
議
論
、
決
議
・
決
定
の
概

要
の
順
で
述
べ
る
。
た
だ
し
、
議
題
一
三
の
通
報
に
関
す
る
会
合

は
非
公
開
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

従
っ
て
当
該
議
題
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

一
作
業
組
織
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ボ
シ
ュ

者
に
叶

れ
た
。

当
該
議
題
の
副
議
題
に
小
委
員
会
の
作
業
方
法
が
あ
る
。
小

委
員
会
決
定
］
毛
巴
皀
の
に
基
づ
き
、
小
委
員
会
の
作
業
方
法
に
関

す
る
作
業
文
書
が
波
多
野
委
員
に
よ
り
提
出
さ
れ
（
国
Ｏ
ｚ
・
←
へ

の
号
・
国
へ
」
①
毛
へ
国
）
、
そ
の
検
討
の
た
め
に
、
作
業
方
法
に
関
す
る
会

期
内
作
業
部
会
を
設
置
し
た
（
決
定
］
＠
毛
へ
］
Ｓ
）
。
こ
の
文
書
は
、

小
委
員
会
の
手
続
規
則
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
決
定
お
よ
び
慣
行
を

編
纂
し
、
若
干
の
規
則
改
正
を
提
案
す
る
（
作
業
言
語
の
登
録
、

文
書
の
提
出
期
限
、
文
書
の
配
布
、
作
業
部
会
議
長
の
地
理
的
配

分
な
ど
）
が
、
作
業
部
会
の
議
論
を
通
じ
以
下
の
点
に
つ
い
て
変

更
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
国
連
事
務
総
長
の
議
題
提
案
権
、
②

代
理
委
員
の
発
言
権
お
よ
び
役
員
選
出
の
制
限
、
③
秘
密
会
合
に

関
す
る
提
案
の
削
除
、
④
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
発
言
権
消
滅
に
関
す

る
慣
行
の
変
更
、
⑤
そ
の
他
の
変
更
で
あ
る
。
小
委
員
会
は
、
こ

の
編
纂
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
人
権
委
員
会
に
提
出
し
、
そ
の

配
布
を
人
権
高
等
弁
務
官
に
要
請
し
た
（
決
定
］
毛
望
巨
←
）
。
ま
た

小
委
員
会
改
革
に
つ
い
て
、
活
動
費
用
の
記
録
を
人
権
委
員
会
に

提
出
す
る
よ
う
事
務
総
長
に
要
請
し
た
（
決
定
ご
毛
へ
］
］
、
）
。

シ
ュ
イ
委
員
（
ベ
ル
ギ
ー
）
が
、
報
告
書
作
成
に
あ
た
る
報
告

に
は
、
ピ
ー
ー
エ
ロ
委
員
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
ざ

こ
の
議
題
の
下
で
多
く
の
国
の
人
権
状
況
が
指
摘
さ
れ
た
。
と

く
に
、
コ
ソ
ヴ
ォ
紛
争
に
関
す
る
問
題
に
多
く
の
委
員
が
一
一
一
一
口
及
し

た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
軍
事
介
入
を
批
判
し
た
。

中
で
も
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
委
員
（
キ
ュ
ー
バ
）
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
介
入
は
国
際
公
法
の
違
反
で
あ
り
、
国
家
主
権
を
人

権
よ
り
下
位
に
置
く
も
の
だ
と
し
た
。
そ
の
他
、
メ
キ
シ
コ
で
の

先
住
民
族
に
対
す
る
軍
事
行
動
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
人
権
活
動
家

に
対
す
る
テ
ロ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
人
権
状
況
な
ど
が
議
論
さ
れ

た
。以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
、
小
委
員
会
は
以
下
の
対
応
を
行
っ
た
。

人
道
的
介
入
に
関
し
て
は
、
そ
の
義
務
お
よ
び
権
利
で
、
武
力
行

使
お
よ
び
そ
の
威
嚇
に
よ
る
も
の
は
現
行
の
一
般
国
際
法
上
根
拠

が
な
い
と
し
た
（
決
議
乞
毛
へ
四
）
。
ま
た
、
人
権
活
動
家
の
権
利
侵

害
に
つ
き
、
各
国
政
府
に
対
し
人
権
活
動
遂
行
に
必
要
な
条
件
を

保
証
し
、
加
害
者
の
捜
査
・
訴
追
を
要
請
し
た
（
決
議
己
宅
へ
四
）
。

ま
た
犯
行
時
一
八
歳
未
満
者
に
対
す
る
死
刑
の
宣
告
お
よ
び
執
行

を
非
難
し
、
当
該
死
刑
制
度
の
廃
止
を
要
請
し
た
（
決
議
］
毛
望
』
）
。

さ
ら
に
若
干
の
国
家
に
よ
る
人
権
条
約
脱
退
な
ど
の
動
き
に
鑑

み
、
人
権
条
約
上
の
義
務
を
継
続
す
る
よ
う
要
求
し
た
（
決
議

一
一
全
て
の
国
家
に
お
け
る
人
権
お
よ
び
基
本
的
自

由
の
侵
害
の
問
題
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こ
の
議
題
の
下
で
は
、
非
市
民
の
権
利
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人

権
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
「
反
人
種
主
義
世
界
会

議
」
お
よ
び
そ
の
他
の
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。
非
市
民
の
権
利
に

つ
い
て
ワ
イ
ス
ブ
ロ
ー
ド
委
員
（
米
国
）
は
作
業
文
書
を
提
出
し

た
（
■
へ
○
ｚ
・
吟
へ
の
弓
・
巳
］
①
毛
へ
「
）
。
そ
こ
で
は
一
九
八
五
年
の
外
国

人
の
人
権
に
関
す
る
宣
言
採
択
以
降
の
動
き
、
と
く
に
人
種
差
別

撤
廃
委
員
会
、
規
約
人
権
委
員
会
お
よ
び
地
域
的
な
発
展
が
概
観

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
若
干
の
委
員
が
批
判
し
た
。

ア
イ
デ
委
員
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
は
、
明
示
的
例
外
を
除
き
、
全
て

の
個
人
は
全
て
の
人
権
を
主
張
し
得
る
と
理
解
す
べ
き
と
し
た
。

移
住
労
働
者
に
関
し
て
、
人
身
売
買
の
蔓
延
や
、
移
住
労
働
者
に

関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
諸
条
約
の
批
准
数
の
少
な
さ
に
つ
い
て
懸
念
が
表

明
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
権
に
関
し
て
は
、
オ
ロ
カ
。
オ

ー
ー
ャ
ン
ゴ
委
員
（
ウ
ガ
ン
ダ
）
が
提
出
し
た
作
業
文
書
に
お
い
て

（
向
一
ｏ
ｚ
・
』
へ
の
弓
・
画
へ
ご
毛
へ
の
）
、
メ
デ
ィ
ア
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人

乞
忠
、
、
）
。
ま
た
、
人
権
委
員
会
に
よ
る
勧
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

コ
ン
ゴ
の
人
権
状
況
に
関
す
る
決
議
と
（
決
議
巴
毛
へ
］
）
へ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
お
よ
び
ト
ー
ゴ
に
関
す
る
議

長
声
明
を
採
択
し
た
。

三
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
テ
ー
マ
別
問
題
の

包
括
的
検
討

当
該
議
題
の
下
で
は
、
①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
社
会
権
の
享
有
、

②
人
権
教
育
を
含
む
教
育
を
受
け
る
権
利
、
③
食
料
に
関
す
る
権

利
、
お
よ
び
④
多
国
籍
企
業
の
規
制
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
社
会
権
の
享
有
こ
の
問
題
に
関
し
て
オ

の
移
動
に
関
す
る
管
理
と
人
種
主
義
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

こ
の
文
脈
で
、
国
家
の
み
な
ら
ず
多
国
籍
企
業
や
国
際
経
済
機
構

の
役
割
を
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。
ア
フ
ァ
ー
マ

テ
イ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
暫
定
的
な
性
格
の
も
の
と
恒

久
的
な
も
の
と
を
区
別
す
る
必
要
性
や
、
割
当
制
の
可
否
な
ど
が

言
及
さ
れ
た
。
「
反
人
種
主
義
世
界
会
議
」
に
関
し
、
そ
の
準
備
の

た
め
に
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
だ
と
し
た
ｐ
そ
の

他
分
離
を
目
的
と
し
た
人
種
主
義
の
利
用
の
問
題
や
、
制
度
的
人

種
主
義
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
小
委
員
会
は
、
非
市
民
の
権
利
に
関
す
る
特
別
報
告

者
任
命
を
人
権
委
員
会
に
勧
告
し
（
決
議
巴
毛
へ
「
）
、
世
界
会
議
の

準
備
作
業
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
示
唆
し
（
決
議
岳
毛
へ

ｅ
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
各
国
政
府
、

国
際
機
構
お
よ
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
質
問
状
を
送
付
す
る
よ
う
人
権
高
等

弁
務
官
に
要
請
し
た
（
決
定
ご
窒
一
］
三
）
。

四
経
済
的
、
社
会
的
、
お
よ
び
文
化
的
権
利
の
実

現
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ロ
カ
・
オ
ー
ー
ャ
ン
ゴ
委
員
お
よ
び
ウ
ダ
ガ
マ
代
理
委
員
（
ス
リ
ラ

ン
カ
）
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
作
業
文
書
は
（
両
一
ｏ
ｚ
・
吟
へ
の
号
ミ

］
毛
巴
』
］
）
、
そ
の
活
動
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
際
経
済
機
構
に
政

策
策
定
に
あ
た
り
人
権
享
有
を
念
頭
に
お
く
よ
う
要
求
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
弱
者
が
一
層
の
周
辺
化
を
被
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
相
つ
い

だ
。②
人
権
教
育
を
含
む
教
育
を
受
け
る
権
利
メ
ヘ
デ
ィ
委
員
が

作
成
し
た
作
業
文
書
（
向
へ
○
二
一
へ
の
こ
び
・
囚
へ
己
宅
へ
］
Ｃ
）
に
基
づ
い
て

議
論
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
内
容
に
つ
い
て

分
析
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
社
会
権
的
側
面
の
み
な
ら
ず

「
自
由
権
的
側
面
」
も
あ
わ
せ
て
強
調
し
て
い
る
。
教
育
は
、
人

格
形
成
や
社
会
へ
の
参
加
、
開
発
の
質
的
向
上
の
た
め
に
重
要
で

あ
る
が
、
時
と
し
て
悪
し
き
目
的
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
教
育
の
質
を
問
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
①
訓
練

シ
ス
テ
ム
へ
の
自
由
な
ア
ク
セ
ス
、
②
教
育
の
最
低
限
の
水
準
、

③
多
文
化
教
育
を
含
む
文
化
的
側
面
の
考
慮
、
④
教
育
を
受
け
る

者
の
参
加
と
い
う
基
準
を
あ
げ
た
。
会
合
に
お
い
て
は
、
紛
争
予

防
の
観
点
か
ら
人
権
教
育
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

③
食
糧
に
関
す
る
権
利
当
該
問
題
に
関
し
て
は
、
ア
ィ
デ
委

員
が
一
九
八
七
年
の
研
究
を
改
訂
す
る
作
業
文
書
を
提
出
し
た

（
向
へ
Ｏ
ｚ
・
吟
へ
⑩
弓
・
囚
へ
］
毛
迫
旨
）
。
そ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
各
国
政

府
が
社
会
的
弱
者
を
考
慮
に
入
れ
た
戦
略
を
策
定
す
る
必
要
性
が

強
調
さ
れ
た
。

④
多
国
籍
企
業
の
規
制
経
済
的
権
利
の
享
有
に
関
し
て
は
そ

の
実
現
の
困
難
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

著
し
い
昨
今
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
の
感
が
あ
る
。
こ
の
文
脈
で

多
国
籍
企
業
の
活
動
の
影
響
は
、
と
く
に
強
調
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
小
委
員
会
は
、
多
国
籍
企
業
に
関
す
る
会
期
内
作
業
部
会

を
設
置
し
た
（
決
定
］
＠
毛
口
己
）
。
そ
こ
で
は
、
次
の
会
期
ま
で
に

多
国
籍
企
業
の
活
動
に
関
す
る
「
法
的
拘
束
力
あ
る
」
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
草
案
と
多
国
籍
企
業
の
事
業
形
態
に
関
す
る
作
業
文
書
の
作

成
が
決
定
さ
れ
た
（
向
へ
Ｏ
ｚ
・
←
へ
の
弓
こ
］
毛
や
へ
三
○
ミ
○
内
旧
・
」
）
。

こ
の
議
題
の
下
で
の
対
応
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
人
権
の
享
有
に
関
し
て
、
オ
ロ
カ
・
オ
ー
ー
ャ
ン
ゴ

委
員
と
ウ
ダ
ガ
マ
代
理
委
員
を
特
別
報
告
者
に
任
命
す
る
よ
う
人

権
委
員
会
に
要
請
し
（
決
議
ご
毛
へ
の
）
、
②
メ
ヘ
デ
ィ
委
員
に
対
し
、

教
育
を
受
け
る
権
利
の
実
施
に
関
す
る
作
業
文
書
の
準
備
を
要
請

し
（
決
議
ご
毛
へ
旨
）
、
③
人
権
委
員
会
に
対
し
食
糧
に
対
す
る
権

利
に
関
す
る
作
業
文
書
の
出
版
を
決
定
す
る
よ
う
要
請
し
た
（
決

議
ご
毛
へ
旨
）
。
ま
た
、
発
展
の
権
利
に
関
し
て
国
連
諸
機
関
の
措

置
の
招
請
と
情
報
提
供
を
国
連
事
務
総
長
に
要
請
し
（
決
議
］
毛
已

①
）
、
ま
た
、
社
会
権
の
享
有
に
関
し
て
、
委
員
や
政
府
代
表
、
国

際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
お
よ
び
企
業
を
参
加
者
と
す
る
「
社
会
フ
ォ
ー
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ラ
ム
」
を
第
五
一
一
会
期
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
決
議

巴
毛
へ
ご
）
。
さ
ら
に
、
飲
料
水
お
よ
び
衛
生
役
務
に
つ
い
て
の
権

利
に
関
し
て
、
ギ
セ
委
員
（
セ
ネ
ガ
ル
）
に
対
し
作
業
文
書
の
追

補
を
準
備
す
る
よ
う
要
請
し
（
決
定
皀
巴
へ
」
三
）
、
難
民
お
よ
び
国

内
避
難
民
帰
還
の
際
の
住
宅
供
給
・
財
産
の
回
復
に
関
し
て
、
国

家
、
国
連
機
関
そ
の
他
お
よ
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
小
委
員
会
決
議
乞
湯
へ
四
ｍ

を
送
付
す
る
よ
う
事
務
総
長
に
要
請
す
る
決
定
案
を
人
権
委
員
会

に
勧
告
し
た
決
定
（
」
①
毛
へ
』
房
）
。
最
後
に
、
通
商
の
自
由
化
と
そ

の
人
権
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
、
諸
国
家
、
国
際
機
構
に
考
慮

を
要
請
し
た
（
決
議
ご
毛
へ
ど
）
。

指
摘
し
た

当
該
議
題
の
下
で
は
、
①
女
性
の
人
身
売
買
と
性
的
搾
取
、
②

二
重
の
差
別
、
③
女
性
の
健
康
を
害
す
る
伝
統
的
慣
行
の
問
題
が

議
論
さ
れ
た
。

①
女
性
の
人
身
売
買
と
性
的
搾
取
朴
委
員
（
韓
国
）
は
、
性

産
業
に
お
け
る
人
身
売
買
や
強
制
労
働
の
問
題
を
提
起
し
た
。
こ

の
問
題
は
貧
困
の
問
題
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
し
た
。
ま
た

若
干
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
強
姦
に
基
づ
く
婚
姻
と
い
う
慣
行
に
つ
い
て

②
二
重
の
差
別
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
代
理
委
員
（
米
国
）

五
女
性
に
関
す
る
人
権
の
履
行

０ 

|土
、

む
け
た
措
置
を
執
る
よ
う
勧
告
し
（
決
議
］
①
毛
へ
田
）
、
②
女
性
の

健
康
を
害
す
る
伝
統
的
慣
行
に
関
し
「
有
害
な
伝
統
的
慣
行
の
撤

廃
に
関
す
る
行
動
計
画
」
の
履
行
に
関
す
る
障
害
を
克
服
す
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
提
案
し
た
（
決
議
ご
毛
へ
届
）
。
③
ま
た
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
の
状
況
に
つ
い
て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

に
関
す
る
特
別
報
告
者
の
訪
問
実
現
を
希
望
し
た
（
決
議
皀
毛
へ

」←）。

人
種
差
別
が
女
性
を
さ
ら
に
劣
悪
な
状
況
に
お
い
て
い
る
点
を
指

摘
し
た
。
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
先
住
民
族
の
女
性
が
家
庭
内
暴
力
や

共
同
体
内
暴
力
に
苦
し
ん
で
い
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

③
女
性
の
健
康
を
害
す
る
伝
統
的
慣
行
い
わ
ゆ
る
割
礼
を
中

心
に
論
じ
ら
れ
た
。
特
別
報
告
者
ワ
ル
ザ
ー
ジ
委
員
（
モ
ロ
ッ
コ
）

は
、
そ
の
第
三
報
告
書
に
お
い
て
（
向
へ
Ｏ
三
・
一
へ
の
弓
ミ
己
宅
｛
］
←
）

当
該
慣
行
の
撤
廃
に
む
け
た
国
内
的
、
地
域
的
お
よ
び
国
際
的
努

力
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
こ
の
文
脈
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
、
政
府

当
局
の
政
治
的
意
思
、
女
性
の
経
済
的
自
立
の
重
要
性
を
指
摘
し

た
。主
と
し
て
①
人
身
売
買
と
性
的
搾
取
と
②
武
力
紛
争
時
に
お
け

そ
こ
で
小
委
員
会
は
、
①
経
済
生
活
で
の
女
性
差
別
の
撤
廃
に

一ハ
現
代
奴
隷
制
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る
性
的
奴
隷
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

①
人
身
売
買
と
性
的
搾
取
小
委
員
会
の
下
部
機
関
で
あ
る
現

代
奴
隷
制
に
関
す
る
作
業
部
会
は
、
そ
の
第
一
一
四
会
期
で
主
と
し

て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
（
同
へ
Ｏ
ｚ
・
←
へ
の
号
こ
］
毛
＠
へ

弓
）
。
作
業
部
会
議
長
兼
報
告
者
ワ
ル
ザ
ー
ジ
委
員
は
、
会
期
の
議

論
を
要
約
し
、
次
の
点
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
強
制
的
・
自

発
的
売
春
に
分
類
し
、
後
者
の
合
法
化
の
可
否
、
②
被
害
者
の
保

護
の
必
要
性
、
③
関
係
者
の
処
罰
、
④
国
連
諸
機
関
の
活
動
の
重

要
性
、
⑤
訴
追
・
処
罰
の
た
め
の
域
外
適
用
法
制
導
入
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
モ
ト
ッ
ク
代
理
委
員
（
ル
ー
マ
ー
ー
ア
）
は
、
東
欧
に

お
け
る
人
身
売
買
の
蔓
延
傾
向
を
指
摘
し
た
。

②
武
力
紛
争
時
に
お
け
る
性
的
奴
隷
こ
の
問
題
に
つ
い
て
特

別
報
告
者
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
代
理
委
員
は
昨
年
最
終
報
告
書
を
提

出
し
た
が
、
今
会
期
そ
の
改
訂
版
を
非
公
式
な
が
ら
配
布
し
た
。

こ
れ
は
、
基
本
的
に
は
先
の
最
終
報
告
書
と
内
容
的
に
同
一
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
処
罰
可
能
性
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
た
な
点
と
し
て
は
、
曰
本
で
の
訴
訟
の
結
果
が
加
筆
さ
れ
た
。

ま
た
会
合
で
は
、
若
干
の
委
員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
補
償
に
一
一
一
一
口
及
し
た
。

中
で
も
苑
委
員
（
中
国
）
は
、
将
来
世
代
の
友
好
関
係
の
た
め
に
、

速
や
か
に
補
償
問
題
を
解
決
す
べ
き
と
し
た
。

小
委
員
会
の
対
応
と
し
て
は
、
①
国
連
反
人
身
売
買
年
の
宣
言

を
総
会
に
勧
告
し
、
包
括
的
な
国
内
行
動
計
画
の
策
定
を
諸
国
に

要
請
し
、
人
身
売
買
禁
止
条
約
の
批
准
を
要
請
し
、
人
身
売
買
や

奴
隷
制
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を
執
る
こ
と

を
勧
告
す
る
決
議
を
採
択
し
（
決
議
］
毛
こ
」
『
）
、
②
武
力
紛
争
時

に
お
け
る
性
的
奴
隷
に
関
し
て
、
軍
隊
の
教
育
や
捜
査
。
処
罰
の

た
め
の
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
設
置
な
ど
に
よ
り
義
務
を
尊
重
す
る
よ
う
要

請
し
、
特
別
報
告
者
に
対
し
改
訂
版
を
第
五
二
会
期
に
提
出
す
る

よ
う
要
請
し
た
（
決
議
』
①
毛
へ
」
①
）
。
ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
作
業
部
会

へ
の
参
加
を
支
援
す
る
自
発
的
信
託
基
金
へ
の
貢
献
を
要
請
し
た

（
決
議
皀
毛
百
ｍ
）
。

先
住
民
族
の
人
権
に
関
し
て
小
委
員
会
は
、
①
国
家
と
先
住
民

族
間
の
条
約
な
ど
の
研
究
、
②
先
住
民
族
と
土
地
に
対
す
る
関
係
、

③
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
宣
一
一
一
一
口
草
案
、
④
そ
の
他
の
問
題
を

議
論
し
た
。

①
条
約
研
究
特
別
報
告
者
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

委
員
は
最
終
報
告
書
を
提
出
し
た
（
ロ
へ
○
二
←
へ
の
弓
こ
］
毛
①
へ

ご
）
。
こ
れ
は
、
先
住
民
族
の
権
利
享
有
の
た
め
に
先
住
民
族
・
国

家
間
の
条
約
な
ど
を
い
か
に
活
用
し
得
る
か
を
検
討
す
る
。
そ
の

骨
子
は
、
土
地
に
対
す
る
権
利
、
効
果
的
参
加
お
よ
び
自
治
の
承

認
を
国
家
に
勧
告
し
、
ま
た
か
っ
て
締
結
さ
れ
た
条
約
に
つ
い
て

七
先
住
民
族
の
人
権
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国
家
が
一
方
的
に
廃
棄
し
得
な
い
こ
と
、
先
住
民
族
の
国
際
法
に

対
す
る
主
体
性
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
以
て
、
そ
の
有
効
性
を

現
代
に
お
い
て
も
認
め
、
誠
実
な
履
行
を
国
家
に
勧
告
す
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
文
脈
に
お
け
る
先
住

性
の
適
用
可
能
性
を
否
定
す
る
表
現
を
用
い
た
た
め
に
批
判
を
受

け
た
。

②
先
住
民
族
と
そ
の
土
地
に
対
す
る
関
係
特
別
報
告
者
ダ
エ

ス
委
員
（
ギ
リ
シ
ア
）
は
、
第
二
中
間
報
告
書
を
提
出
し
た
（
ご

Ｏ
二
』
へ
の
号
こ
］
毛
①
へ
」
、
）
。
こ
れ
は
、
先
住
民
族
と
土
地
の
特
別
な

関
係
を
概
観
し
た
後
、
そ
の
土
地
を
没
収
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
理
論
と
、
そ
の
問
題
の
解
決
手
段
を
あ
げ
た
。
こ
こ
で
最
も
重

要
な
問
題
は
、
中
央
政
府
が
先
住
民
族
と
土
地
の
特
別
な
関
係
を

承
認
し
て
い
な
い
点
に
あ
る
と
し
、
結
論
部
に
お
い
て
国
家
に
よ

る
そ
の
承
認
、
土
地
権
を
保
全
す
る
特
別
措
置
、
お
よ
び
先
住
民

族
に
関
す
る
常
設
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
置
な
ど
を
含
む
国
連
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
行
動
を
勧
告
し
た
。
当
該
報
告
書
は
異
論
も
な
く
、
小

委
員
会
の
賛
同
を
得
た
。

③
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
宣
言
草
案
当
該
草
案
は
、
現

在
人
権
委
員
会
の
下
部
機
関
で
あ
る
宣
言
の
起
草
に
関
す
る
作
業

部
会
で
審
議
中
で
あ
る
が
、
作
業
の
進
展
は
必
ず
し
も
は
か
ば
か

し
く
な
い
。
こ
の
状
況
に
鑑
み
て
、
ワ
イ
ス
ブ
ロ
ー
ド
委
員
は
、

と
り
わ
け
自
決
権
に
関
し
て
「
人
民
」
の
自
決
権
と
は
異
な
り
、

分
離
権
ま
で
は
含
ま
れ
な
い
と
解
す
れ
ば
、
諸
国
の
懸
念
を
緩
和

し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
。
そ
の
他
、
集
団
的
権
利
と

し
て
の
性
質
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
若
干
の
集
団
的
権
利
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
案
ず
る
必
要
が
な
い
と
し
た
。

④
そ
の
他
の
問
題
若
干
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
先
住
民
族
の
文
化
に
関

す
る
教
育
の
必
要
性
や
、
開
発
に
伴
う
環
境
汚
染
の
問
題
を
提
起

し
た
。
ま
た
、
先
住
民
族
作
業
部
会
議
長
兼
報
告
者
ダ
エ
ス
委
員

は
、
作
業
部
会
へ
の
参
加
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
若
干
の
議
題

に
つ
い
て
今
会
期
議
論
し
得
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
来
年
は
今

会
期
扱
わ
れ
な
か
っ
た
問
題
を
優
先
す
る
む
ね
報
告
し
た
（
ご

Ｏ
三
・
←
へ
の
ロ
ウ
』
へ
］
＠
毛
へ
］
①
）
。

以
上
の
議
論
か
ら
、
①
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
委
員

に
対
し
、
最
終
報
告
書
の
加
筆
・
修
正
版
を
提
出
す
る
よ
う
要
請

し
（
決
議
尼
宅
へ
旨
）
Ｙ
②
ダ
エ
ス
委
員
に
対
し
最
終
報
告
書
を
次

回
会
期
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
要
請
し
（
決
議
］
毛
逗
皀
）
、
③
作

業
部
会
の
次
回
会
期
の
準
備
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
勧

告
・
要
請
し
か
つ
人
権
委
員
会
に
対
し
作
業
部
会
の
会
合
数
の
増

加
を
経
済
社
会
理
事
会
に
要
請
す
る
よ
う
要
請
し
た
（
決
議
皀
毛
へ

ご
）
。
ま
た
、
国
際
先
住
民
族
の
一
○
年
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
勧
告
・
要
請
す
る
決
議
を
採
択
し
た
（
決
議

骨
①
①
①
へ
」
①
）
○
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小
委
員
会
に
は
、
下
部
機
関
と
し
て
、
少
数
者
作
業
部
会
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
現
在
「
国
民
的
、
種
族
的
、
宗
教
的
お
よ
び
言
語

的
少
数
者
に
属
す
る
者
の
権
利
に
関
す
る
宣
一
一
一
一
巳
（
シ
へ
冗
句
の
ヘ
ミ
ヘ

］
＄
）
の
注
釈
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
報
告
（
同
へ
、
三
・
←
へ
の
弓
・

国
へ
巴
毛
へ
巴
）
に
関
し
、
と
く
に
自
決
の
問
題
が
注
目
さ
れ
た
。
当

該
宣
言
に
は
少
数
者
の
自
決
権
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い

が
、
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
コ
ソ
ヴ
ォ
紛
争
の
影
響

で
あ
る
。
多
く
の
委
員
は
、
宣
言
一
一
条
の
効
果
的
参
加
の
概
念
は

自
決
権
と
混
同
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
八
条
四
項
に
主
権
平

等
や
領
土
保
全
と
い
っ
た
国
連
の
目
的
・
原
則
に
反
す
る
活
動
を

許
容
し
な
い
む
ね
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
分
離
権
を
包

含
し
て
い
な
い
と
し
た
。

ま
た
、
先
住
性
に
関
す
る
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
マ
ル
テ
イ
ネ
ス
委

員
の
所
論
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
少
数
者
と
先
住
民
族
の
定
義
問
題

の
有
用
性
を
主
張
す
る
意
見
も
多
く
表
明
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ

に
対
し
ダ
エ
ス
委
員
は
、
定
義
問
題
は
す
で
に
放
棄
さ
れ
た
は
ず

で
あ
る
と
批
判
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
作
業
を
進
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
ア
イ
デ
委
員
と
共
同
で
当
該
問
題
に
関
す
る
作
業
文
書

を
作
成
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

八
少
数
者
に
対
す
る
差
別
の
防
止
お
よ
び
保
護

当
該
議
題
の
下
で
、
死
刑
制
度
、
司
法
行
政
に
お
け
る
差
別
、

そ
の
他
の
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。

ギ
セ
委
員
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
死
刑
の
宣
告
は
重
大
な
人
権
侵

害
で
、
重
大
犯
罪
の
抑
止
に
も
成
功
し
て
い
な
い
。
ま
た
誤
審
の

結
果
の
重
大
か
ら
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
進
展
は
芳

し
く
な
い
。

同
委
員
は
、
米
国
で
死
刑
宣
告
を
受
け
た
者
の
多
く
が
黒
人
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
司
法
行
政
に
お
け
る
差
別
を
示
唆
し
た
。

同
様
の
問
題
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
族
出
身
の
受
刑
者
の

’
一
一
一
口
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
欧
州
諸
国
に
散
在
し
、
社
会
的
に
隔
離
さ

れ
、
差
別
を
受
け
て
い
る
。
チ
ェ
コ
政
府
代
表
は
、
こ
の
問
題
が

国
連
機
関
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
賛
同
し
た
。

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
小
委
員
会
は
、
①
ア
イ
デ
委
員
と

ダ
エ
ス
委
員
に
対
し
、
少
数
者
お
よ
び
先
住
民
族
に
属
す
る
者
の

権
利
の
区
別
お
よ
び
関
係
に
つ
い
て
の
作
業
文
書
の
準
備
を
委
託

し
（
決
議
ご
毛
へ
田
）
、
②
シ
ク
・
ユ
エ
ン
委
員
（
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
）

に
、
ロ
マ
の
人
権
問
題
お
よ
び
保
護
に
関
す
る
作
業
文
書
の
準
備

を
委
託
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
決
定
ご
毛
口
ｓ
）
。

さ
ら
に
、
欧
州
に
お
け
る
ロ
マ
の
問
題
に
つ
い
て
も
多
く
の
発

九
司
法
行
政
と
人
権
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関
連
で
も
指
摘
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
の
失
院
や
拷
問
、
刑
務
所
内
殺
人
・

強
姦
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

以
上
の
問
題
の
内
、
強
制
失
綜
に
関
し
人
権
委
員
会
に
強
制
失

跨
条
約
の
審
議
の
優
先
を
要
請
し
た
（
決
議
］
毛
望
匿
）
。

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
の
代
表
は
、
コ
ソ
ヴ
ォ
難
民
の

状
況
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
た
。
多
く
の
ア
ル
バ
ー
ー
ア
系
住
民

が
迫
害
を
逃
れ
た
も
の
の
、
多
く
の
庇
護
国
が
難
民
の
受
入
。
援

助
に
檮
路
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
難
民
の
移
動
を
制
限
す
る

措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
点
も
あ
わ
せ
て
指
摘
し
た
。
こ
の
文
脈
で

代
表
は
、
非
市
民
の
権
利
と
の
関
連
で
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
。

そ
の
他
中
国
の
人
口
移
動
政
策
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
決
議

の
採
択
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
代
表
は
、
児
童
労
働
に
関
す
る
近
時
の
労
働
条
約
の
発

展
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
本
年
六
月
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
一
八
一
一
号
条
約

一
○
移
動
の
自
由

二
子
ど
も
お
よ
び
青
年
の
権
利
の
促
進
、
完
全

な
実
現
お
よ
び
保
護

が
採
択
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
奴
隷
制
、
軍
隊
へ
の
徴
用
、
売
春
や

ポ
ル
ノ
を
目
的
と
す
る
子
ど
も
の
一
雇
用
、
人
身
売
買
を
禁
ず
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
が
こ
れ
ら
の
児
童

労
働
の
撤
廃
と
、
人
身
売
買
に
従
事
し
た
者
の
捜
査
・
訴
追
に
関

し
て
各
国
の
協
力
を
要
請
す
る
勧
告
を
採
択
し
た
こ
と
も
報
告
さ

れ
た
。こ
の
議
題
の
下
で
も
、
小
委
員
会
に
よ
る
決
議
は
採
択
さ
れ
な

か
っ
た
。

当
該
議
題
の
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
議
題
に
分
類
し

得
な
い
問
題
、
す
な
わ
ち
①
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
人
権
、
②
人
権
条
約

に
対
す
る
留
保
、
③
国
連
人
権
諸
条
約
非
締
約
国
に
よ
る
人
権
の

遵
守
、
お
よ
び
④
そ
の
他
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

①
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
人
権
特
別
報
告
者
ク
ー
フ
ァ
代
理
委
員

（
ギ
リ
シ
ア
）
は
先
行
報
告
書
に
お
い
て
（
同
一
ｏ
ｚ
・
ミ
⑩
弓
・
巴

』
毛
ミ
ヨ
）
、
今
後
の
研
究
の
枠
組
み
を
示
し
、
以
下
の
問
題
を
提

起
し
た
。
す
な
わ
ち
テ
ロ
と
人
権
の
関
係
、
テ
ロ
の
定
義
、
テ
ロ

規
制
の
実
施
、
国
際
テ
ロ
の
傾
向
で
あ
る
。
テ
ロ
の
頻
発
状
況
に

鑑
み
て
こ
の
研
究
の
有
用
性
を
共
有
す
る
意
見
が
多
く
表
明
さ
れ

た
が
、
そ
の
一
方
で
困
難
も
指
摘
さ
れ
た
。
非
国
家
主
体
に
よ
る

一
一
一
小
委
員
会
が
関
心
を
有
し
か
つ
有
す
る
で
あ

ろ
う
分
野
に
お
け
る
一
層
の
発
展
の
再
検
討
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テ
ロ
の
規
制
や
、
自
決
権
行
使
と
テ
ロ
の
区
別
が
可
能
か
、
な
ど

の
点
で
あ
る
。

②
人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
ハ
ン
プ
ソ
ン
委
員
（
英
）
が
提

出
し
た
作
業
文
書
は
（
向
へ
Ｏ
三
・
一
へ
⑩
弓
ミ
］
毛
①
へ
房
）
、
人
権
条
約

に
特
別
の
留
保
制
度
を
適
用
す
べ
き
理
由
は
な
く
、
一
般
国
際
法

上
の
留
保
制
度
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
留
保
の
解
釈
に
関

し
通
常
以
上
に
趣
旨
・
目
的
と
の
両
立
性
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性

が
高
く
、
一
定
の
場
合
、
条
約
機
関
が
留
保
の
有
効
性
審
査
を
行

い
得
る
と
し
た
。
最
後
に
、
条
約
機
関
に
よ
る
無
効
認
定
の
効
果

に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
問
題
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
対
し
ワ
ル
ザ

ー
ジ
委
員
は
留
保
条
項
の
有
無
や
批
准
と
留
保
に
つ
い
て
場
合
分

け
を
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。

③
国
連
人
権
条
約
非
締
約
国
に
よ
る
人
権
の
遵
守
カ
ル
タ
シ

ュ
キ
ン
代
理
委
員
（
ロ
シ
ア
）
は
、
そ
の
作
業
文
書
に
お
い
て
（
国

Ｏ
ｚ
・
←
へ
⑩
弓
・
巳
己
宅
へ
巴
）
、
世
界
人
権
宣
一
一
一
一
口
の
慣
習
法
性
を
認
め

た
上
で
、
国
連
に
よ
り
起
草
・
採
択
さ
れ
た
人
権
条
約
に
つ
い
て

若
干
の
国
家
が
批
准
・
加
入
し
て
い
な
い
状
況
に
鑑
み
、
批
准
を

促
す
目
的
で
、
当
該
非
締
約
国
に
お
け
る
人
権
の
遵
守
を
検
討
す

る
作
業
部
会
の
設
置
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ワ
ル
ザ
ー
ジ
委

員
は
、
遵
守
状
況
の
み
な
ら
ず
、
批
准
し
得
な
い
理
由
に
つ
い
て

も
検
討
す
べ
き
だ
と
し
た
。

④
そ
の
他
の
問
題
イ
ラ
ク
政
府
代
表
は
、
経
済
制
裁
の
経
済

生
活
な
ど
に
対
す
る
深
刻
な
影
響
か
ら
、
そ
の
解
除
を
要
求
し
た
。

ま
た
エ
イ
ズ
の
問
題
に
関
し
て
、
治
療
に
お
け
る
南
北
間
格
差
、

エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
旅
行
制
限
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
他
、

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
た
。

以
上
の
議
論
の
結
果
、
小
委
員
会
は
①
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
人
権
に

関
し
て
、
特
別
報
告
者
の
援
助
を
事
務
総
長
に
要
請
し
（
決
議

］
＠
毛
ｓ
①
）
、
②
留
保
の
問
題
に
つ
い
て
、
諸
国
家
に
留
保
な
し
の

人
権
条
約
批
准
を
促
す
と
と
も
に
ハ
ン
プ
ソ
ン
委
員
の
特
別
報
告

者
任
命
を
決
定
し
（
決
議
］
毛
①
へ
弓
）
、
③
人
権
条
約
非
締
約
国
の

問
題
に
つ
い
て
、
カ
ル
タ
シ
ュ
キ
ン
委
員
に
追
加
の
作
業
文
書
の

提
出
を
要
請
し
た
（
決
議
巴
宅
白
亜
）
。
対
イ
ラ
ク
経
済
制
裁
に
つ

い
て
、
人
道
的
状
況
に
影
響
す
る
制
裁
の
解
除
を
訴
え
（
決
定

］
毛
①
へ
］
］
ｅ
、
経
済
制
裁
が
人
権
に
お
よ
ぼ
す
悪
影
響
に
つ
き
作
業

文
書
作
成
を
ボ
シ
ュ
イ
委
員
に
（
決
定
乞
毛
へ
巨
］
）
、
ま
た
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
、
第
二
回
エ
イ
ズ
と
人
権
に
関
す
る
国
際
協
議
会
が
勧

告
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
同
へ
○
ｚ
・
←
へ
⑩
弓
こ
」
①
ミ
ヘ
ニ
）
の
履
行
に

関
す
る
作
業
文
書
の
準
備
を
デ
ィ
ア
ス
・
ウ
リ
ベ
代
理
委
員
（
コ

ロ
ン
ビ
ア
）
に
委
託
し
た
（
決
定
巴
毛
白
已
）
。
ま
た
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
四
条
約
採
択
五
○
周
年
を
記
念
し
、
国
際
赤
十
字
委
員
会
に
謝

意
を
表
明
し
（
決
定
ご
毛
へ
旨
い
）
、
人
権
問
題
の
建
設
的
対
話
を
招

請
し
（
決
議
］
①
毛
へ
暖
）
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
権
の
享
有
に
対
す

る
影
響
に
つ
き
、
人
権
委
員
会
の
考
慮
の
た
め
に
準
備
作
業
を
オ
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最
後
に
、
以
上
に
述
べ
た
人
権
小
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、

所
見
を
述
べ
た
い
。
今
会
期
取
り
扱
わ
れ
た
人
権
問
題
は
、
い
ず

れ
劣
ら
ず
重
要
で
あ
り
か
つ
、
果
た
し
て
国
際
法
が
実
効
的
に
解

決
し
得
る
か
疑
わ
せ
る
ほ
ど
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
と
く
に
、
人

種
主
義
に
代
表
さ
れ
る
社
会
的
差
別
や
、
多
国
籍
企
業
が
主
要
な

役
割
を
占
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国
家
の
規
律
が
そ
も
そ
も
実
効

的
で
な
い
内
戦
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
な
ど
、
非
国
家
主
体
に
よ
る
人
権

侵
害
の
規
制
は
、
考
え
る
だ
に
悩
ま
し
い
論
点
で
あ
る
。
し
か
し

そ
こ
に
苦
痛
を
強
い
ら
れ
る
被
害
者
が
い
る
以
上
、
問
題
解
決
の

放
棄
は
国
際
社
会
の
良
心
に
も
と
る
で
あ
ろ
う
し
、
憲
章
一
条
三

ロ
カ
・
オ
ー
ー
ャ
ン
ゴ
委
員
に
委
託
し
た
（
決
議
ご
毛
へ
巴
）
。

黒
い
翁

ｌ
民
間
仮
面
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ァ
ー

お
わ
り
に

～ソ

乾
武
俊
著

解
放
出
版
社

Ａ
５
判
、
２
３
３
頁

５
，
０
０
０
円
十
税

項
に
い
う
国
連
の
目
的
に
も
合
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ジ
レ

ン
マ
の
中
で
小
委
員
会
は
い
か
な
る
道
を
辿
る
の
か
。
そ
れ
は
取

り
も
直
さ
ず
、
思
慮
深
く
か
つ
優
れ
て
実
践
的
な
研
究
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
昨
今
、
小
委
員
会
の
活

動
や
そ
の
存
在
す
ら
再
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
存
在
し
、
現
に

権
限
縮
小
が
勧
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で

あ
る
。
今
後
と
も
さ
ら
に
一
層
、
質
の
高
い
研
究
が
小
委
員
会
に

よ
り
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

注
例
え
ば
少
年
犯
の
死
刑
（
決
議
ご
毛
へ
←
）
や
人
権
活
動
家
の
権
利
侵

害
（
決
議
」
＠
宅
へ
い
）
な
ど
の
決
議
で
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
な
お
、
近

年
の
小
委
員
会
の
文
書
は
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
の
Ｈ
Ｐ
（
亘
日
へ
ヘ

ミ
ミ
ミ
・
言
匠
＆
【
・
＆
）
で
入
手
可
能
で
あ
る
。




